
第6回稲門建築会特別功労賞（2003.5.28）

塚原　隆

表彰理由：

甍会は、昭和14年の第1回生入学時に故吉田享二先生御命名により発足

したが、学制変更のため昭和25年の第9回生卒業をもって後続会員がな

くなり、この限られた会員のほとんどが古希を過ぎている。

このような状況の中で、塚原氏は関係諸兄と諮りながら30数年にわた

り、甍会の要として、会員間の情報交流・連絡に留意し、会の存続に献

身的に尽力されてこられた。現在も甍部会の評議員として稲門建築会に

寄与されている。

これら一連の活動は、稲門建築会の発展向上にあたり功績は極めて大

きいものがある。

経緯：

・1939 年　早稲田大学専門部工科卒業生の親睦会と

して「甍会」発足

・1947 年　塚原氏、早稲田大学専門部工科卒（第6

回生）

・1950 年　学制変更により後続会員なくなるも、第

1回～第9回卒の会員で「甍会」は継続

・1951 年　稲門建築会設立。「甍会」は会長不在であ

るが、各年度ごとの親睦を図るなか、会の横断的仕組

みを確立し、

稲門建築会の構成の会として所属する

。

塚原氏はこの取りまとめに奔走する

・1981 ～1982 年　塚原氏、稲門建築会評議員

・1988 ～1996 年　塚原氏、稲門建築会評議員

・1999 年～　　　　塚原氏、稲門建築会評議員
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